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平成30年度

国保直診セミナー
開催日：平成30年11月29日（木）場所：琵琶湖ホテル2階「ローズ」

主催：滋賀県国民健康保険診療施設協議会・滋賀県国民健康保険団体連合会

　地域包括ケアという概念の浸透や地域ごとでの活動
が進むなか、「情報格差」といった多職種連携上の課題
や、健康寿命を延ばすにはソーシャルキャピタルから考
えるまちづくりが重要であることなどが明らかになって
きました。今回の直診セミナーでは、びわ湖あさがおネッ
トを通じて地域連携を進める本
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医師と、住⺠と
同じ立場でまちづくりに取り組む井

い
階
かい

 友
とも

貴
き

医師を招き、
これからの連携に不可欠な情報共有の仕組みや、立場
や役割を超えた地域ぐるみの健康づくりについて伺い
ました。
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。
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